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基本理念　障害者の自助自立を支援する。
経営理念　社会福祉法人としての使命を自覚し誇りを持って実践する。
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〈要約筆記ってなに？ 要約筆記体験講習〉３月 17 日㈪ に開催しました

　「要約筆記」とは話された内容を文字にして伝える方法です。人生の途中から聞こえなくなったり、聞

こえにくくなったりすると手話はわかりませんので「要約筆記」の支援が求められます。

「要約筆記」の三原則は………

［① 速く］［② 正しく］［③ 読みやすく］です。

　とは言っても「話すスピード」は「書くスピード」より数倍速いため、話を聞き分けて上手に要点をま

とめて伝えます。

今月の主な記事

就労継続支援Ｂ型・生活介護、はばたき職業センター………………………２面

同行援護事業（ガイドヘルパー）きらめき支援センター……………………３面

福祉あらカルト情報、法人伝言板、福祉会実績報告、今月の動きなど……４面



SSKP 通巻第 8670 号 はばたき 1977 年 12 月３日 第三種郵便物認可（毎月 18 回発行・1・2・3・5・6・7 の日発行）

２
施設の最新情報は、ホームページや Facebook にて施設の情報を発信中 !!

　

は
ば
た
き
職
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
働
く
」

こ
と
を
通
し
て
障
害
者
の
社
会
参
加
と
働

く
権
利
の
向
上
を
目
的
に
、
就
労
支
援
・

社
会
参
加
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

施
設
内
で
の
生
産
活
動
を
通
し
て
、
自

分
な
り
に
働
く
形
を
探
す
「
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
」、
自
宅
か
ら
出
て
日
中
活

動
・
社
会
参
加
の
取
り
組
み
を
目
指
す「
生

活
介
護
事
業
」
を
軸
に
、
障
害
者
へ
の
日

中
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

○  

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

〜
福
祉
的
就
労
の
場
を
提
供

　

施
設
に
日
々
通
い
「
働
く
」
こ
と
を
通

し
て
、生
き
が
い
や
喜
び
が
も
て
る
よ
う
、

作
業
技
術
や
社
会
性
の
向
上
を
念
頭
に
、

利
用
者
個
々
の
目
標
達
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
印
刷
作
業
・
園
芸
作
業
・

受
注
生
産
作
業
を
中
心
に
、
５
つ
の
科
に

分
か
れ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

◇
受
注
生
産
科 

… 

地
域
新
聞
折
込
・
巾
着
ひ

も
通
し
・
ラ
ベ
ル
貼
り
・
組
立
作
業
・
検
品
作

業
を
中
心
に
担
当
。「
毎
日
通
う
習
慣
を
つ
け

る
」
と
目
標
設
定
を
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
方

も
い
ま
す
。座
位
作
業
が
中
心
。ワ
ン
フ
ロ
ア
ー

環
境
の
た
め
、
職
員
の
見
守
り
が
厚
い
支
援
体

制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
版
下
科 

… 

印
刷
部
門
の
編
集
作
業
を
担
当

し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
編
集
作
業
を
中

心
に
校
正
作
業
（
誤
字
脱
字
・
レ
イ
ア
ウ
ト
の

確
認
）
な
ど
も
行
い
ま
す
。
車
イ
ス
常
用
の
方

が
多
く
所
属
し
て
い
ま
す
。

◇
印
刷
科 

… 

オ
フ
セ
ッ
ト
機
で
の
印
刷
・
検

品
・
製
本
等
加
工
作
業
を
担
当
。
版
下
科
か
ら

引
き
継
い
だ
案
件
を
実
際
に
紙
に
印
刷
・
加
工

し
て
い
く
中
で
、
本
格
的
な
も
の
づ
く
り
を
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
園
芸
科 

… 

草
花
や
野
菜
の
育
成
・
販
売
、

宅
地
の
除
草
作
業
な
ど
を
担
当
。
種
や
小
さ
な

苗
か
ら
丁
寧
に
育
て
た
も
の
が
目
の
前
で
販
売

さ
れ
て
い
く
工
程
に
充
実
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
販
売
活
動
で
は
多
く
の
お
客
様
と
接

す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上

が
期
待
で
き
ま
す
。

◇
除
草
科 

… 

大
規
模
敷
地
や
施
設
内
の
除
草

作
業
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○  

生
活
介
護
事
業

〜
自
宅
か
ら
出
て
活
動
の
場
を
提
供

　

日
常
生
活
上
の
支
援
や
創
作
活
動
・
生
産
活
動
の

機
会
を
確
保
・
提
供
す
る
こ
と
で
、
日
中
活
動
の
充

実
・
生
産
能
力
向

上
の
た
め
に
必
要

な
支
援
を
行
い
、

社
会
性
・
協
調
性
・

自
主
性
の
向
上
に

努
め
ま
す
。
ま
た

施
設
内
活
動
と
共

に
、
ド
ラ
イ
ブ
・

公
園
散
策
・
お
花

見
・
買
い
物
・
社

会
見
学
な
ど
、
季

節
や
天
候
に
合
わ

せ
た
外
出
の
機
会

を
提
供
し
ま
す
。

○  

生
活
支
援

　

作
業
や
創
作
活
動
以
外
に
お
い
て
も
、
様
々
な
支

援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◇
生
活
支
援 

… 

通
所
時
の

支
援
、
施
設
以
外
で
の
生
活

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用

な
ど
様
々
な
生
活
支
援
を
実

施
。
相
談
支
援
事
業
所
等
関

係
機
関
と
も
連
携
を
と
り
対

応
し
て
い
ま
す
。

◇
送
迎
サ
ー
ビ
ス 

… 

自
力

通
所
が
困
難
な
方
を
対
象
に

実
施
。
送
迎
可
能
範
囲
等
詳

細
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

◇
栄
養
管
理 

… 

昼
食
提
供

◇
健
康
管
理 

… 

健
康
診
断

を
年
２
回
実
施
。

相談・見学・体験実習はこちらへ

障害福祉サービス事業所
はばたき職業センター

047-488-8813
担当：みやもり

▲ 園芸科）販売活動

▲ 受注生産科）ひも通し作業

生
活
介
護
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン ▲

「働きたい！」に応えます。
開所以来、印刷・園芸作業を中心に市
内企業・公共団体・自治会など多くの
お客様からご発注いただいています。
最近は封入・組立などの受注作業も増
えて、「働きたい！」に応えます。

「交流したい！」を実現します。
利用者同志の仲間関係はもちろん、
園芸販売活動や印刷物・受注製品の
納品など多くの場面でお客様や地域
社会と積極的に関わりを持つことにより、
「交流したい！」を実現します。

見学・体験
随時受付中

はばたき職業センター

「自立したい！」が見えてきます。
日々の通所、作業準備・片付け、作
業日誌の記入、挨拶、報告等、作業
を通して生活能力を高める要素が盛
り沢山。個々人のペースを尊重した
「自立したい！」が見えてきます。
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あなたの 働きたい！ 交流したい！

自立したい！ をカタチに します
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ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
！

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
！

情
報
ボ
ッ
ク
ス

　

こ
の
掲
載
に
よ
っ
て
少
し
で
も
不
便
を
な
く

し
、
ま
た
街
全
体
に
理
解
が
広
ま
り
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
「
街
」
に
な
る
よ

う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
﹃
わ
た
し

の
暮
ら
し
﹄
と
題
し
、
視
覚
障
害
者
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
、
私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
よ
う
で
、
知

ら
な
い
こ
と
、
ま
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
や
心
温
ま
る

出
来
事
、
何
気
な
い
言
葉
や
行
動
で
傷
つ
い
た

こ
と
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
で
お
き
た
様
々
な

出
来
事
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
年
間
、

ご
寄
稿
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
か
ら﹃
情
報
ボ
ッ
ク
ス
﹄と
題
し
、

制
度
な
ど
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
、
手
続
き
上
変

わ
っ
た
こ
と
、
街
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

で
困
る
こ
と
な
ど
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

３

手
話
に
ふ
れ
て
み
よ
う
！

　

き
ら
め
き
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
視
覚

障
害
者
の
移
動
な

ど
、
外
出
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
通

院
や
買
い
物
、
サ
ー

ク
ル
活
動
へ
の
参
加
な
ど
視
覚
障
害
に
よ
り
、

移
動
（
外
出
）
に
著
し
い
困
難
を
有
す
る
障
害

者
に
対
し
て
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
が
同
行
し
、移
動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
外
出
先
に
お
い
て
代
筆
や
代
読
な
ど
が
必

要
な
場
合
も
支
援
を
行
い
、
必
要
な
情
報
も
提

供
し
て
い
ま
す
。

〇 

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
す
る
に
は
～

　

「
受
給
者
証
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
月
の
内
、
ど
の
よ
う
な
用
事
が
あ
り
、

必
要
な
時
間
数
を
考
え
て
い
く
と
よ
い
と
思

い
ま
す
。
受
給
者
証
の
手
続
き
、
発
行
等
に

つ
い
て
は
八
千
代
市
障
害
者
支
援
課
が
窓
口

に
な
り
ま
す
。
受
給
者
証
が
発
行
さ
れ
次
第
、

事
業
所
と
の
契
約
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
ま
す
。

〇 

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
～

　

き
ら
め
き
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

―

に
な
る
に
は
、「
同
行
援
護
従
事
者
養
成
研

修
」
を
修
了
し
た
者
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
「
同
行
援
護
従
事
者
養
成
研
修
」
を
受

講
し
、
視
覚
障
害
者
の
移
動
な
ど
の
支
援
を
考

え
て
い
る
方
は
、
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

デフリンピックを
応援しよう

デフリンピックとは、デフ＋オリンピックのこと。

デフ（Deaf）とは、英語で「耳がきこえない」という

意味です。

　デフリンピックは国際的な「きこえない人・きこえにく

い人のためのオリンピック」です。東京 2025デフリンピッ

クは、100 周年の記念すべき大会で、日本ではじめての開

催になります。きこえない人・きこえにくい人がスタート

の音や審判の声などの合図を目で見て分かるようにする以

外は、基本的にはオリンピックと同じルールで行われます。

　これからこの紙面を通して、デフリンピックに関する

様々なことを皆さんにお伝えしていきます。デフリンピッ

クを知って、みんなで応援していきましょう !!

〈他の障害者国際スポーツ大会との比較〉

国際スポーツ大会 参加者 特徴

デフリンピック
きこえない人
きこえにくい人

・初開催 1924 年フランス
・当事者自身が運営

パラリンピック
身体障害者
視覚障害者
知的障害者

・初開催 1948 年イギリス
・障害の程度により
クラスを分けて競う

スペシャル
オリンピックス

知的障害者
・1968 年アメリカで設立
・すべてのアスリートを
たたえ全員を表彰

開催まで（4/15現在）

215日

外出したい! 外出先で視覚的な情報の支援を受けたい!
“ガイドヘルパー”を利用してみませんか……

「同行援護」サービスとは……
① 移動時およびそれに伴う外

出先において必要な視覚的情

報の支援を行います。（代筆・

代読を含む）

② 移動時およびそれに

伴う外出先において必

要な移動の支援を行い

ます。

きらめき支援センター
047-485-1245

同行援護サービスのことは

こちらへ
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法
人
伝
言
板

法
人
伝
言
板

《
４
月
》

　

19
日　

ユ
ア
エ
ル
ム
園
芸
販
売（
25
日
ま
で
）

　
　
　
　

輝
く
未
来
会

　

24
日　

書
道
講
座

　

25
日　

笑
顔
の
つ
ど
い

　

28
日　

事
業
間
連
絡
会
議

　

30
日　

就
労
支
援
事
業
会
議

　
　
　
　

自
立
支
援
協
議
会
く
ら
し
分
科
会

《
５
月
》

　

９
日　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
後
期
・
開
講

　
　
　
　

県
ス
ポ
ー
ツ
大
会
代
表
者
会
議

　

10
日　

さ
く
ら
会
懇
談
会
（
オ
ス
ト
ミ
ー
）

　

12
日　

地
域
生
活
支
援
は
ば
た
き
編
集
会
議

　

18
日　

県
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
水
泳
競
技
）

一
九
七
七
年
十
二
月
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

二
〇
二
五
年
四
月
十
六
日
発
行
（
毎
月
十
八
回
発
行
一
・
二
・
三
・
五
・
六
・
七
の
日
発
行
）

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｐ
通
巻
八
六
七
〇
号

こ
の
広
報
紙
は
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
は
ば
た
き
職
業
セ
ン
タ
ー
で
印
刷
し
て
お
り
ま
す

印
刷
・
園
芸
の
ご
用
命
は
ぜ
ひ
『
は
ば
た
き
職
業
セ
ン
タ
ー
』
ま
で
!!

○
○

▲

発行所／身体障害者団体定期刊行物協会・東京都世田谷区祖師谷３- １-17　ヴェルドゥーラ祖師谷 102 号室　頒価 100 円
４

【
退
職
職
員
】

　

阿あ

べ部
裕ゆ

う
い
ち一

　

昭
和
60
年
３
月
に
、
は
ば
た
き
職
業
セ
ン

タ
ー
事
務
員
と
し
て
入
職
し
、
同
セ
ン
タ
ー
施

設
長
・
法
人
事
務
局
長
等
を
歴
任
さ
れ
、
40
年

間
法
人
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
令
和
７

年
３
月
31
日
で
退
職
と
な
り
ま
し
た
。

　

永
き
に
亘
り
ご
尽
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
退
職
】

　

鈴す
ず

木き

礼れ
い

子こ

　

令
和
２
年
７
月
に
、
き
ら
め
き
支
援
セ
ン

タ
ー
非
常
勤
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
７
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
契
約
解
除

と
な
り
ま
し
た
。

　

永
き
に
亘
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
新
任
職
員
】

　

宮み
や

田た

幸ゆ
き

恵え

　

令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り
き
ら
め
き
支
援
セ

ン
タ
ー
地
域
福
祉
推
進
員
と
し
て
入
職
し
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
『
八
千
代
さ
く
ら
会
』
開
催
の
お
知
ら
せ

（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
懇
談
会
）

　

今
回
は
、
㈲
十
仁
ホ
ー
ム
ヘ
ル
ス
様
を
招
き
、

「
日
常
の
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
」
と
題
し
て
、
皮
膚
ト

ラ
ブ
ル
や
ヘ
ル
ニ
ア
、
貼
り
つ
き
と
乾
燥
に
つ
い

て
原
因
と
対
策
な
ど
の
講
演
を
行
い
ま
す
。
ま
た

講
演
後
、
日
頃
の
悩
み
や
不
安
な
ど
を
話
し
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
家
族
の
方
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

日　

時　

５
月
10
日
㈯ 

13
時
半
～
15
時

　

場　

所　

市
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階　

研
修
室

　

締　

切　

５
月
２
日
㈮ 

ま
で

　

そ
の
他　

飲
み
物
等
、各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

★
『
筆
談
会
』
開
催
の
お
知
ら
せ
！

　

要
約
筆
記
支
援
な
ど
に
関
心
が
あ
る
方
、
ま

た
支
援
方
法
を
学
び
た
い
方
、
は
じ
め
て
の
方

で
も
大
歓
迎
で
す
！ 

聞
こ
え
づ
ら
く
な
っ
て

き
た
人
、
中
途
失
聴
の
人
の
参
加
も
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
皆
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

　

日　

時　

５
月
26
日
㈪ 

13
時
半
～

　

場　

所　

市
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階　

研
修
室

★
【
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
・
後
期
】
開
講

　

令
和
６
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
あ
る
同
講

座
が
５
月
９
日
㈮ 

か
ら
全
27
回
の
予
定
で
始

ま
り
ま
す
。
受
講
生
は
14
名
、
手
話
奉
仕
員
目

指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

後
期
講
座
（
継
続
講
座
）
で
あ
り
、

受
講
生
の
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

〝
春
〟
は
出
会
い
と
別
れ
、
そ
し
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
…
… 

こ
の

４
月
き
ら
め
き
支
援
セ
ン
タ
ー
に
職
員
と
し
て

１
名
が
入
職
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
環
境
の
基

で
緊
張
と
不
安
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
経
験
豊

か
な
職
員
の
退
職
も
あ
り
ま
し
た
が
法
人
と
し

て
成
長
す
る
時
期
で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

つ
ぼ
み
を
つ
け
、
花
が
咲
き
、
花
は
散
り
ま
す

が
木
は
成
長
し
、
枝
を
伸
ば
し
、
来
年
は
さ
ら
に

大
き
く
成
長
し
ま
す
。
市
内
の
法
人
と
し
て
成
長

し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
こ
た
け
）

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～

本
紙
の
問
合
せ
・
情
報
提
供
・
行
事
申
込
は
、

身
障
福
祉
会
・
き
ら
め
き
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

４
８
５
・
１
２
４
５　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

４
８
５
・
１
３
２
９　

ま
で

★
『
千
葉
県
盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・

介
助
員
養
成
研
修
会
』

開
催
の
お
知
ら
せ

　

盲
ろ
う
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
図
る
た
め
、

通
訳
・
介
助
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
有

す
る
方
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

期　

間　

９
月
７
日
～
12
月
14
日
の
日
曜
日

　
　
　
　
　

全
12
日
間

　

場　

所　

千
葉
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

定　

員　

20
名

　

受
講
料　

５
，０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
）

　

募　

集　

６
月
２
日
㈪ 

～
30
日
㈪

　

問
合
せ　

千
葉
県
盲
ろ
う
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
３
・
３
１
０
・
３
０
０
８

（
詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
）

★
「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
」
無
償
配
布

　

重
度
の
身
体
障
害
者
お
よ
び
重
度
の
知
的
障

害
者
で
、
希
望
さ
れ
る
方
に
青
い
鳥
郵
便
葉
書

が
無
償
で
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
の
方
、
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
１
度

も
し
く
は
２
度
の
表
記
が
あ
る
方

　

期　

間　

４
月
１
日
～
６
月
２
日
ま
で

　

配　

布　

一
人
に
つ
き
、
１
種
類
を
20
枚

　

問
合
せ　

日
本
郵
便
㈱

　
　
　
　
　
　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
２
３
・
２
６
・
８
６

携
帯
電
話
か
ら

　
　

０
５
７
０
・
０
４
６
・
６
６
６

福祉有償運送事業　

 ４件

ガイドヘルパー

派遣事業

181件

車イス貸出事業

６件

手話通訳者等派遣事業

（手話64件・要約６件）70件

施設見学・実習者受入

２人




